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3. º÷¯½¡º  Œ  ¥º¡¯ì¾¦ªò¡ 2 ¥º¡, ¸ö¤µ¾¤ 3 ºñ, ¡½ª÷¡, ÀÍñ¡§óÀ¥¾½»ø, ó́©ªñ©, Ã® ó́©ªñ©, 

À¥É¨¦ó¢¾¸, ¦½-¡ýº©, À³ò©¦ó©Õ, Ã É́¥™´Á¢É¸, Á¸Îó®À¥É¨, Áì½ Õ. 

2. ¥÷©¯½¦ö¤  Œ  ñ¡»¼ປະຖມົ¦¾´¾©-ເຂົົ້າໃຈ-¡È¼¸-¡ñ®À¡ສº ໂດຍ¡¾-¦ñ¤À¡©À¡ສºດົ້ວຍ- 

“¡Éº¤¥÷ì½êñ©¤È¾¨©¾¨”. 

 

 

1. ຫວົຂ ົ້  Œ  ¡¾-¦ñ¤À¡©À¡ສº ( ¯.5  ບດົທີ15  ¦È¸¯½¡º®¢º¤©º¡ໄມ ົ້ ) 

4. ò̧êó°½ìò©    

(1) ªñ©¡½ª÷¡À ȫ¾ºº¡ 1.5×1.5cm. ºñšÁ È́ Á¡É¸Ã¦¢½Î¾©®¾¤¸¾¤. 

ªñ©¡½ª÷¡À ȫ¾ºº¡  2×7.5cm. ºñšÁ È́  ສະໄລດສ໌ດົ (Slide) . 

 

(2) ªñ©êñ¤¦º¤À®œº¤¢º¤¥º¡£¸¾´¡É¸¾¤¡È¸¾  ສະໄລດສ໌ດົ (Slide)  

 Éº¨Îˆ¤. Áì½ ªñ©¥º¡-À£…¤Î‡¤. 

 

(3) À»ñ©À¥É¨¦ó¢¾¸ (1.5×9cm) Ã¹É ö́ÁìÉ¸, ªò©¦½-¡ýº©.  

 ºñšÁ È́  EyeCap .  Àºö¾  EyeCap  Á¯½Ã¦È 

¡í¥º¡  Áì½ ê¾¦ó©¿©É¸¨À³ò©¦ó©Õ. 
 

 

 

(4) À¥¾½»øµøÈÃ¥¡¾¤¢º¤®Èº¦ó©¿ Áì½ Àºö¾Á¡É¸Ã¦¢½Î¾©®¾¤¸¾¤ 

µøÈÀêò¤¡í¥º¡ê†ê¾¦ó©¿ Áì½ ªò©¦í Á¡É¸Ã¦©É¸¨¦½ -¡ýº©.  

 

(5) Àºö¾  EyeCap  Á¯½Ã¦È¡í¥º¡ê†ê¾¦ó©¿ Áì½ ªò©©É¸¨ 

¦½-¡ýº©. ºñšÁ È́  LensStand . 

 

(6) ªñ©¡í¥º¡ê†¦º¤©É¸¨Ã® ó́©ªñ©. 

 

 

(7) Àºö¾Á¸Îó®µ¾¤®É¸¤Ã¦È¢É¾¤¥º¡êñ¤¦º¤¢É¾¤¯½´¾ 4cm. 

 µ¾¤®É¸¤Àºö¾´¾À¡¾½Ã¦È¦öÁ¡É¸Ã¦¢½Î¾©Î¾.  

ºñšÁ È́  ແທນ່ວາງວດັຖ ຸ(Stage) . 

 

 



 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. ¥÷©¦¿£ñ 

 Ã¹Éñ¡»¼¦ñ¤À¡©À¡¦ºÍ¾¨§½ò© Áì½ ó́£¸¾´»øÉ¦õ¡ È́¸¡ñ®¡¾¦ñ¤À¡©. 

 Ã¹Éñ¡»¼ສ                  ສ  ,                              ລະ     . 

5. ò̧êóÃ§É   

(1) Ã¦È  LensStand  ກບັ  ແທນ່ວາງວດັຖ ຸ(Stage)  ÁìÉ¸,  ¦÷® 

 ສະໄລດສ໌ດົ (Slide)  Ã¦È È̄º¤ Áì½ Àºö¾µ¾¤®É¸¤´¾À¡¾½Ã¦    

 ສະໄລດສ໌ດົ (Slide)   ກບັ   ແທນ່ວາງວດັຖ ຸ(Stage) .  

ຕ ່ ໄປ, Àºö¾µ¾¤®É¸¤´¾À¡¾½Ã¦  LensStand   ກບັ   ແທນ່ວາງ

ວດັຖ ຸ(Stage)  ແບບຮບູນີົ້. 

 

 

(2) Ã§É¦í¢º¤Ã É́¥™´Á¢É¸¥÷È´ìö¤ÕÁìÉ¸, µº©Ã¦È»øທ່ີໃນ  EyeCap .   

 

 

(3) Àºö¾ª¾Á¯½Ã¦È  EyeCap  Áì½ Àºö¾À£̂º É̈¾¨Ã¹É ó́Á¦¤ 

¦½¹¸È¾¤²¼¤²ð.  

     ñ̄®À í̄¾Ï¾¨Ã¹É«õ¡ªÉº¤ Â©¨À»ñ©  ແທນ່ວາງວດັຖ ຸ(Stage)    

     ¢ôû---ìö¤. 

 

 

6. Ï¾¨À¹© 

 À¸ì¾À¹ñ®ÒÁ¥¤, ò̧êóµº©ÕÃ¦È»øº¾©¥½´ó®ñ¹¾. À§ñ©Õºº¡ÁìÉ¸, µº©Õºó¡. À»ñ©§ÕÍ¾¨Àêˆº 

ÁìÉ¸, ¥½À¢í¾Ã¥¸òêó©ó.  

 £¸¾´Ã¹ È̈¢º¤À ñ́©Õ¯½´¾ 1.5 ~ 2 Àê̂º¢º¤»ø. À¸ì¾̃,¢½Î¾©Á È́¯½´¾ 50 Àêˆº-.  

   À ñ́©ÕÉº¨, ¢½Î¾©Ã¹ È̈¢›.  

   Éº¨Â²©, ºÉº´ÁºÉ´¢º¤ ö̧¤¦¾¨ª¾¥½£ö©ìÉ¼¸. Ã¹ È̈Â²©, À ñ́©Õ»ø®§ö¤Ïö© Áì½ »ø®¯̃®ÒÁ¥¤. 

 Ã§ÉÏ¾¡ª÷É´ÁêÕÄ©É. À¦̃°¾Ã¥¡¾¤ 2 mm  100 Àêˆº,  6 mm  50 ~ 60 Àêˆº. 

 À¸ì¾Àºö¾À¡ສº, Ã§É¦½¡º©¤ú¾¨©ó.  

   Íñ¤-¥¾¡Àºö¾À¡ສº-ÁìÉ¸, ªò©Á¡É¸Ã¦ສະໄລດສ໌ດົ (Slide) -Ä©É. 

 - ¦ø-¡¾¸òê½¨¾¦¾©-¡¾-¦ô¡¦¾-¢º¤ Hokkaido -Ä©Éºº¡-Á°-

ò̧êó-Á®®-š. 



 15   簡単顕微鏡「すいてき君」 
 
  
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.  作り方  

(1) ペットボトルを 1.5×1.5cm と 2×7.5cm に切り取る。 

2×7.5cmは「スライドガラス」になる。 

 

(2) スライドガラスの幅より少し広く、プラスチックコッ

プの両側面を切り取る。さらに、コップを半分を切り

取る。 

 

(3) 1.5×9cm の白い紙を丸めて筒状にし、テープでとめる。

これは「アイキャップ」になる、「アイキャップ」をコ

ップの底の中央に当て、内部の底の部分を黒マジックで

塗る。 

 

(4) 黒く塗った部分の中央に穴をあけピンホールを作り、(1)

で 1.5×1.5cm 切り取った板を載せ、テープでとめる。 

 

(5) 「アイキャップ」をコップの底の黒い部分に当て、

テープでとめる。これが「レンズ台」になる。 

 

(6) 2つ目のコップの底とカッターで

切り取る。 

 

(7) 飲み口から 4㎝の高さにホチキスで輪ゴムを止める。

反対側も同様にする。この輪ゴムがプレパラートを押

さえる役目をする。 

このコップが「スタンド」になる。 

 

 

 

3.  材料  Œ  プラスチックコップ 2個、輪ゴム 3個、空ペットボトル(あればスライドガラ

ス、カバーガラス)、「きり」などの穴をあける物、はさみ、カッターナイフ、白

い紙、セロハンテープ、黒の油性マジックペン、つまようじ、ホチキス、水 

2.  ねらい  Œ  簡単顕微鏡「すいてき君」を使って花粉を観察する活動を通して、児童が花粉

の作りについてより理解できるようになる。 

 

1.  単元   Œ  花粉の観察 （ 5年生 単元 15 花の部位 ） 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

5. 使い方 

(1) 「ステージ」に「レンズ台」をかぶせ、すき間にプレパラートを差

し込み、ステージの輪ゴムで固定する。「レンズ台」にも輪ゴムを

かけ、ゆるく固定する。 

  

 

(2) つまようじのとがっていない方に水をつけ、レンズ台のピンホ

ールの部分に軽く押し当て水滴を載せる。  

 

 

(3) 目を「アイキャップ」に当てて簡単顕微鏡を明るい方に向け、

ステージ部を上下してピントを調節し観察する。 

 

 

6. 備考 

★ よく見えない場合は、水滴の載せ方に原因があることが多い。一度水滴をきれいにふき

取ってから、再度載せるとよい。何度か繰り返すうちに適切な載せ方がわかってくる。 

★ 水滴の大きさはピンホールの 1,5～2倍くらいの大きさが良い。これで 50倍程度の倍率

は得られる。水滴が小さいほど倍率は高くなる。しかし小さすぎると視野の周辺のゆが

みが大きくなり、観察しづらくなる。また、大きすぎるときれいなレンズができず像が

ぼやける。 

★ やや不安定な水の代わりにガラスビーズをレンズとして代用することができる。 2mm

径で 100倍、 6mm径で 50~60倍程度の倍率が得られる。 

★ 花粉を採取するときは、花にセロハンテープを当てて採

取すると取りやすく、そのままスライドガラスに貼るこ

ともできるので便利である。 

★ 考案は北海道立理科教育センター生物研究室による。
（出典『ハンズオン素材集』鳴門教育大学教員教育国際

協力センター） 

7. 指導のポイント 

★ 児童に数種類の植物の花粉を観察させ、観察の楽しさを味あわせる。 

★ 水滴の大きさによって、試料の見やすさや倍率がどのように変化するか確かめさせる。 


